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Ⅰ．はじめに 

本学では、「Globalな広い視野をもち、Diversity & Inclusionの理念の下に、様々な場におい

てヒューマンケアを実践し、未来を創造することのできる人材を育成する」ことを目的として、

令和 7年 4月に「グローバルヘルスプログラム(GHP)」を開設した。GHPを履修する学生は、海外

の言語や文化を学び、外国の保健・医療・福祉の現状を知る機会を得ることにより、専門職とし

て共に働きながら、国際的な視野をもって地域の外国人を支援できる能力の取得を目指している。  

本活動は、GHP チーム教職員※と GHP履修学生で構成する「GHP活動部」が取り組む活動の１つと

して位置づけている。 

 

Ⅱ．目的 

GHP履修学生がそれぞれ学科の専門性を活かして「外国人対象のボランティア活動」の現状に係

る情報収集および選定基準の検討を行い、積極的に参加する体制づくりを図ることを目的とする。 

 

Ⅲ．活動方法 

GHP 履修学生（初年度は 7 名）は GHP チーム教職員からの情報提供をふまえつつ定期的にミ

ーティングを開催、「外国人対象のボランティア活動」の現状について情報収集および選定基準の

検討を行った。得られた情報をもとに一部の活動には実際に参加した。併せて、学外からの講師

招へいの検討も行った。 

 

Ⅳ．活動結果 

各自で収集した「外国人対象のボランティア活動」の情報は、学生間で共有・確認した上で、

順次 Excel ファイルに入力してデータベース化している。選定基準については、本年度の検討に

おいては日程（例：平日夜、土日祝、夏季休暇中など学業に支障がない日時の開催）や費用負担

の程度（例：参加費の額、本助成からの旅費支給の有無）、使用言語（例：英語のみではなく日本

語も使用する交流）、主催団体の実績（例：既に定期的に活動を行っている）などがあげられた。 

 令和 7 年度に GHP 履修学生が実際に参加した活動について概要を表１に示す。活動に参加した

学生はレポートを作成し、GHP 活動部内で共有した。学生が活動を通じて得られた成果として「食

文化の違いを感じ、言語の壁を超えたような文化を感じ取ることができた」、「たのしみながら外

国の方と交流できる機会が得られ、コミュニケーションスキルの向上も実感した」、「青森県で働

く外国人職員数が多いことを改めて知った。青森県の文化を知り、外国人介護職員と関わる良い

機会であった」、「青森県内の多国籍の留学生と日本人学生の良い交流機会であった」、「国際交流

は難しくてハードルが高いものという印象であったが、国や文化が違っていても会話を楽しむこ

とができることを知り、国際交流に大きな勇気はいらないという学びを得た」などが挙げられた。 



  （HP 実践活動報告） 

表１．外国人対象のボランティア活動概要（令和 7年度） 

日程 活動内容 場所 参加者 GHP 履修学生

の参加人数 

7 月 16 日(水) 青森日本語クラブ主催

「多国籍の食文化を楽

しもう」において参加

者と各国の料理を調

理・試食を通じた交流 

青森市働く

女性の家ア

コール 

25 名（フィリピン、ロシア、

タイ、イラン、パキスタン、

アメリカ、日本） 

3 名 

 

 

8 月 22 日(金) 「第43回三沢国際サマ

ーフェスティバル」に

おける縁日出店補助お

よび参加者と交流 

三沢市アメ

リカ広場周

辺 

「第 43 回三沢国際サマー

フェスティバル」来場者 

3 名 

9 月 11 日(木) 「外国人介護職員交流

会」における参加者と

学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとの交流 

ホテル青森 青森県で介護職員として

働く外国人 60 名程度 

2 名 

11 月 8 日(土) 「第31回青森県留学生

交流ジャンボリー」に

おける参加者とのディ

スカッションおよび体

験学習を通じた交流 

八食センタ

ー 

道の駅とわ

だ 

青森県内6つの高等教育機

関の学生・教職員計 21 名

（イタリア、中国、ミャン

マー、日本） 

2 名 

 

12 月 2 日(火) 「Aomori FCS」におけ

る参加者とのディスカ

ッションを通じた交流 

青森市役所 青森市在住の外国人と青

森市民 

2 名 
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学外からの講師招へいについては、本年度はまず GHPチーム教

員より講師（青森県立中央病院で院内通訳者をされている方）の

提案を受けて GHP履修学生間で検討を行い、講師をお願いするこ

ととした。そして、令和 7年 11月 26日(水)に上記講師を招へい

し、「医療通訳の現場から学ぶ未来の私たちの役割」をテーマに

GHP座談会を開催した。本座談会に先立って、GHP 履修学生は、

医療通訳について事前学習を行い、講師への質問を準備した。 

当日は GHP 履修学生全員が参加し、多くの専門用語を必要とす

る医療通訳の難しさ、患者様が安心して日本で医療が受けられる

ようなコミュニケーションの工夫の重要性などそれぞれ貴重な学びを得ることができた旨の感想

が報告された。なお、本座談会の開催報告は本学ホームページ上のインスタグラムに掲載した。 

 

Ⅴ．考察 

本年度は「GHP 活動部」初年度であり、活動の初動が遅れた反省はあるが、GHP チーム教職員

が定期的に打ち合わせ会議を実施して GHP 履修学生をサポートしてきた。その結果、特に後期は

学生が主体となって積極的に活動に取り組むことができたと考える。「外国人対象のボランティア

活動」の情報収集においては、当初は（学内教員からの情報や本学ボランティア希望者登録制度

（ぼらまっちん）からの情報をはじめ）GHP チーム教職員からの学生への情報提供が中心となっ

ていたが、次第に学生自身で情報収集を実施できるようになっていた。また、実際に「外国人対

象のボランティア活動」に参加した経験ならびに活動を通じて得られた学びをふまえて、これら

活動の選定基準について（前述した「日程」や「費用」等に加えて）「内容」を重視する声も挙が

っており、次年度はさらに具体的な検討が行われることが期待できる。学外からの講師招へいに

ついても、既に次年度の候補者について学生から要望が挙がっているところであり、本年度の成

果および課題をふまえて次年度も引き続き、「GHP 活動部」としての活動を展開していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※GHP チーム教職員（敬称略） 

リーダー 三好 美紀 栄養学科 鹿内 彩子 

看護学科 出貝 裕子、久保 宣子 健康科学総合教育部門 小笠原 メリッサ 

ホーン・クリストファー 

理学療法学科 渡邊 龍憲 事務局 伊藤 彩子 

社会福祉学科 權 順浩 アドバイザー 山本 茂、川内 規会 

 


